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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海洋の大型開発プロジェクトにおけるボトルネック
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
川口勝義
独立行政法人海洋研究開発機構、地震津波防災研究プロジェクト、技術開発グループ、グループリーダー（4月より組織改編のため名称変更の予定）
 
1993年東海大学大学院にて学位取得、博士（理学）、東海大学講師（非常勤）、ハワイ大学機械工学部博士研究員、海洋科学技術センター特別研究員を経て、1998年、海洋研究開発機構（旧海洋科学技術センター）へ入所、2008年より現職、専門は海洋計測工学、海中ロボット工学。海中・海底における観測の自動化を目指す。機構では海底ケーブル技術を利用した海底のリアルタイム観測システムの開発に従事。
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